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熊本県立牛深高等学校 平成３０年度学校評価表 
 

１ 学校教育目標 

教育方針（校訓）：「敬愛」・「勤勉」・「創造」 
◎育てたい生徒像： 志高く、夢に向かって努力を続ける生徒 
～自他を大切にし、健全な心身を育成し、考える習慣を持つ～ 

 

２ 本年度の重点目標 

（１） 人権尊重の精神を涵養する教育活動の推進 
（２） 豊かな人間性と品格を備えた生徒の育成 
（３） 生徒の未来を切り開くための学力の充実とキャリア教育の実践 
（４） 特色ある教育活動の実践と工夫による開かれた魅力あふれる学校づくり 

 

３ 自己評価総括表 

評価項目 評価の観
点 

具体的目標 具体的方策 
評
価 

成果と課題 
大項目 小項目 

 
 
 
 

学 
校 
経 
営 

学校改
革のさ
らなる
推進 
 

自己更新
力のあ
る組織
として
の成長 

・組織目標の
理解と受容（
目標値：学校
評価アンケー
ト関連項目上
位評価割合[
職員100％、
生徒・保護者
80％]） 
・組織内コミ
ュニケーショ
ンの円滑化(
目標値:職員
アンケート関
連項目評価の
着実な上昇[
年度内比較]
） 
・チーム学習
(分掌部・年
次部)の推進(
目標値:職員
アンケート関
連項目評価の
着実な上昇[
年度内比較]) 

・組織目標の
重点化と焦点
化（誰もが、
分かりやすく
、覚えやすく
、納得できる
目標） 
 
 
・分掌部、学
年部ミーティ
ングの実施(
週時程内外) 
・ティー・ミ
ーティング（
職員研修）の
実施 
・学校評価の
到達状況の定
期点検（学期
末）による評
価と改善(分
掌部･年次部) 
 

Ｂ 組織目標の理解と受容
について、アンケートの
結果としては目標に届か
なかったものの、学年部
や分掌部でのミーティン
グ等で十分なコミュニケ
ーションがとれ、各学期
末に成果と課題を検討
し、次の学期の取組につ
なぐことができた。 

次年度に向けて、一つ
一つの課題について、そ
の対応を十分に確認しな
がら取り組める組織作り
を進めたい。 

働き方
改革の
推進 

仕事と生
活の調和 

・時間外勤務
の縮減 
（目標値:前
年同月比-20%
/全体） 
・年次有給休
暇の取得率の
向上 
(目標値:付与
日数の35%以
上/人） 
・仕事と生活
の調和がとれ
ていると感じ
る職員の増加 
(目標値：職

・業務削減計
画の作成と進
行管理(各分
掌部） 
・勤務時間縮
減目標の設定
とセルフマネ
ジメント（各
月、各職員） 
・情報共有シ
ステム(ゆうn
et､校務サー
バ)の積極的
活用 
・年休取得計
画の作成と管

Ｃ 時間外勤務の縮減は前
年比－７％で、月当たり
８０時間以上の超過勤務
時間のある対象者は－１
０％となり、意識の変化
は見られた。 
年次有給休暇の取得率は
２４％で、１人あたりの
平均取得日数は８，７日
で、いずれも昨年度並み
であった。 
働き方改革については本
校の教育目標に基づいた
各分掌部の取組と切り離
して考えることができな
いので、新たな切り口か
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員アンケート
関連項目前年
度比０．５ポ
イント上昇／
５段階平均) 

理（各職員） 
・人事評価（
業績評価）へ
の働き方改善
の位置付け 
・一斉休業日
の指定(長期
休業期間)定
時退勤日の拡
充 
・ワークライ
フバランス職
員研修の実施 

ら年間計画の見直しが必
要である。 

 
 
 
 
 

魅 
力 
創 
造 
発 
信 

魅力創
造 

「牛深高
校オンリ
ーワンの
魅力」づ
くり 

・生徒が総合
学科高校生と
して自覚を持
ち､総合学科
高校をより一
層理解する。 
(目標値:学校
評価アンケー
ト関連項目[
キャリア意識
項目：生徒90
％][系列･選
択科目指導:
生徒90％]） 

・キャリア教
育（「総合的
な学習の時間
」「産業社会
と人間」）の
充実 
・総合学科高
校の生徒とし
て物の管理や
連絡確認など
自分たちで行
う。 

Ｂ 学校評価アンケートに
おいてキャリア意識項目
が生徒８１％、系列・選択
科目指導が生徒８８％と
目標値を上回ることがで
きなかった。キャリア教
育委員会を中心に１年次
の「産業社会と人間」、２、
３年次の総合的な学習の
時間の活性化を目指して
いきたい。 

魅力発
信 
 

「牛深高
校オンリ
ーワンの
魅力」の
理解 

・牛高の魅力
｢多様な選択
科目｣｢少人数
の学習指導｣｢
充実した進路
指導｣の周知(
目標値:中学
校アンケート
関連項目認知
度の着実な上
昇) 
・牛高への進
学を希望する
中学生数の着
実な上昇 

・総合学科発
表会、体験入
学の積極的Ｐ
Ｒ 
・専門教科の
魅力のＰＲ 

Ｂ 総合学科発表会を通し、
中学生、中学生保護者、地
域住民に、本校の魅力と、
総合学科高校の特色の理
解を促すことができたも
のの、来場者が初年度であ
る昨年と比較して約４０
名減であった。本校の魅力
を直接に伝えることので
きる機会であるので、来場
者の増加に向けて、広報活
動や中学校訪問など一層
の手立てが必要である。 

地域連
携と人
材育成 
 

地域との
連携によ
る教育活
動の充実 

・学校と地域
との連携を図
り、地域へ貢
献する態度を
育成する。（
目標値：地域
や大学、企業
等との連携機
会の増加） 
 
 

・天草地域の
様々なイベン
ト、ボランテ
ィアへの積極
的参加 
・地元企業と
連携した商品
開発､販売実
習 
・大学、自治
体と連携した
地域創造学習 

Ａ 牛深ハイヤでの全校総
踊りをはじめ、海族祭で
の販売実習、総合学科発
表会での地元保育園との
合同発表など、昨年以上
に地域との連携機会を設
けた。 
 昨年開発した青春まき
は地元の製菓店の協力の
もと新パッケージを制作
し、地域の祭の模擬店で
販売し、体験入学や総合
学科発表会で配布したと
ころ、好評を博した。 

学 
力 
向 

家庭学
習習慣
の形成 

授業と家
庭学習を
一体化さ

・家庭学習時
間調査データ
の蓄積と活用 

・考査前に加
え、不定期で
の家庭学習時

Ｂ 昨年度から積み重ねた
家庭学習時間のデータ活
用をすすめ、シートの改
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上 せるプラ
ンの構築 

・学校評価ア
ンケート（生
徒）の関連項
目前年度比＋
８％ 
 
 

間調査の実施 
・単元の指導
計画、予習、
振り返り、テ
スト（小テス
ト・定期考査
）が連動した
授業サイクル
の推進 

訂や長期休業中の課題へ
の意識づけなど学習習慣
の定着に向けて対策を講
じた結果学校評価アンケ
ート（生徒）の家庭学習
への意欲、習慣化の項目
において、[５２％、前
年度＋２６％]と目標を
達成できた。 

しかしながら、依然と
して高い数値ではない点
や年次ごとの数値のばら
つきなどもあり、次年度
以降も継続した取り組み
が必要である。改善案と
しては見通しを立てて家
庭でも学習に臨めるよう
シラバスの充実に新たに
取組む予定である。 

教科指
導力の
向上 
 

わかる授
業の実践 

・学校評価ア
ンケートの関
連項目(生徒)
90％以上､(職
員)95％以上
の意識の差、
前年度比－１
％～－６％ 

・教育センタ
ー指導主事等
の活用 
・公開授業、
授業評価、自
己評価がリン
クした授業改
善システムの
継続実施 
・行事の精選
、予定の早期
提示による教
材研究・授業
時間の確保 

Ａ 学校評価アンケートで
は、学校の学力向上への
取組状況の評価におい
て､[職員100％、生徒90
％]という結果が見られ
た。意識差は未だあるが
目標を達成できている。
外部講師の招聘、授業作
りの指針や本年度改訂し
た授業改善システムが機
能した成果と言える。一
方授業評価アンケートに
おいて、知識の活用に関
しては88％という数値で
あり全項目平均の92％を
下回っており、この点の
改善が課題である。 

キ 
ャ 
リ 
ア 
教 
育 

進路指
導の体
制の整
備 

生徒が夢
を叶える
サポート
体制の構
築 
 

・進路希望の
100％達成 
・進路指導活
動の計画的実
施と充実化 
(目標値:関連
項目前年度比
[職員]５ポイ
ント､[生徒･
保護者]３ポ
イント上昇） 
・進路情報の
適切な提供 
(目標値:関連
項目前年度比
[職員・生徒
・保護者]５
ポイント上昇
） 

・進路につい
ての個人面談
の実施 
・進路指導に
ついての職員
研修実施 
・進路指導の
計画的組織的
実施、その学
期毎の振り返
りと課題抽出 
・模擬試験結
果データの分
析や求人票一
覧の改善 
・進路だより
の適時発行 

Ｂ ２月４日現在、生徒の
93％が進路先を決定して
いる。進学や就職を希望
している生徒が、面接指
導や小論文指導を受け、
第一希望の学校や企業に
合格している。特に、公務
員試験を受けた生徒たち
が天草市役所､県警､自衛
隊と複数合格した。 

進路指導活動の計画的
実施化、進路情報の適切
な提供、が目標の数値に
届かなかった。 
計画を立て、その通りに
実施はしているが、模擬
試験の結果データ分析の
定着を図り、取り組みを
充実させていきたい。 

求人票の PDFを作成し、
データの構築に努めた。
就職の内定率は上昇して
おり、離職防止の取り組
みにも力を入れたい。 
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将来設
計能力
の育成 

自己理解
の深化及
び適切な
勤労観・
職業観の
育成 

・働くことの
意義について
の理解 
(目標値：ア
ンケ-ト関連
項目前年度比
[職員･生徒・
保護者]５ポ
イント上昇） 
・表現する、
伝える力の育
成 
(目標値：ア
ンケ-ト関連
項目前年度比
[職員･生徒･
保護者]５ポ
イント上昇） 

・専門職によ
る学校や職業
説明会の実施 
・インターン
シップ事前・
事後指導の徹
底 
・ＬＨＲや産
社、総学にお
ける進路につ
いての活動の
充実化を図る 
・進路につい
ての個人面談
の実施 
・面接試験指
導、小論文指
導の計画的実
施 

Ｂ 年間計画の通り、面談
や、面接指導、作文指導、
職業説明会、進路講演会
等を実施しすることがで
きた。 

産社や総学の時間の中
で、進路についての活動
をさらに段階的、計画的
に取り組んでいきたい。 
・ポートフォリオの活動
を開始することができ
た。生徒が主体的に活動
し、表現力を高められる
ように改善や工夫を重ね
たい。 

生 
徒 
指 
導 

牛深高
校生と
しての
自覚と
誇りを
持って
行動で
きる生
徒の育
成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基本的生
活習慣の
確立 

・１年間、無
遅刻・無欠席
を目指して意
欲的に学校生
活を送る 
（目標値：H2
9年度より精
勤者・皆勤者
数の５％アッ
プ） 
・服装頭髪等
の整容に努め
、けじめのあ
る生活を送る 
（目標値：頭
服検査の再検
者０） 

・生活習慣を
確立するため
の家庭への情
報提供と連携 
・明るく元気
な挨拶ができ
るまで繰り返
し指導する 
・定期検査及
び事前指導を
通して自らを
客観視できる
ように指導す
る 
・全職員での
指導を徹底す
る 

Ｂ 年次ごとに担当者を決
めるなど、きめ細やかな
指導に取組み、改善に向
け職員全体で日々情報を
共有し集中して指導がで
きている。 

例年以上にインフルエ
ンザの対応に苦慮した
が、長期化した要因とし
て、本校生の真面目さの
表れとも言えたか。 

１年次、長期休暇明け
に違反者が多く、傾向を
捉えた指導に工夫が必要
であった。 

時宜を捉えた集団指導
や個人指導を徹底した結
果、目標には届かなかっ
たが、概ね良好であった。 

 主体的な
生徒会活
動 

各種委員会及
び部活動の活
性化 
(目標:委員会
の月例会議の
実施) 
(目標値:部活
動加入率 
100％） 

・表彰制度の
創設 

・会議の定例
化(各種委
員会･部活
動顧問会議
) 

・保護者との
連携 

Ｂ 具体的な方策の実現に
は至らなかったが、各委
員会独自の動きは活発
で、特に環境管理面の改
善に効果があった。 

新入生増に伴い、茶道
部の活動再開や体育館競
技の活性化など良い面
と、各部それぞれに課題
を抱える面があった。改
善に向けた研修会をマラ
ソン大会後に行った。 

交通安
全・防
犯意識
の定着 

交通安全
・防犯教
育の充実
と指導の
徹底 

・交通事故・
違反”0”・
二重ロック実
施率の向上(
目標値:100%) 
・個人ロッカ
ー施錠率の向
上(目標値:10
0%) 

・定期的な検
査、校内外の
巡回指導 
・交通ルール
の徹底 
・二重ロック
及び校内ロッ
カー施錠の点
検 

Ｂ 検査及び巡回指導前後
は改善し、施錠を心がけ
る生徒も増加している
が、目標値 100％の達成に
は至っていない。その他
の面の指導と併せ継続指
導していく。 
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情報安
全・情
報モラ
ル教育
の推進 

情報安全
・情報モ
ラル教育
に関する
指導強化 

・携帯端末機
器等の危険性
を理解し、使
用ルールを守
る 
(目標値:12月
実施｢心のア
ンケート｣問1
7･18の改善) 
・フィルタリ
ング(目標値:
12月実施｢心
のアンケート
｣問19の100％
） 
・個人情報保
護(｢非公式サ
イト｣書込み
０) 

・学校と家庭
との連携を密
にした指導 
・「携帯電話
における牛深
高校10か条」
の周知 
・関係機関と
協力した講演
会等の実施 

Ｃ 携帯端末機器等の、家
庭での「約束事を作る」
「利用時間を短縮する」
「フィルタリングの設
定」など各項目に１割程
度の改善傾向があった。 

「非公式サイト」等の
書込みについては、今年
度も県のパトロールよ
り、６件程度の連絡があ
り、個別指導を実施した。 

中高連携会議でも必ず
話題に挙がっており、「保
護者との連携」に苦慮さ
れている。 

携帯端末の校内使用に
ついては今年度 10 件 10
名の指導を行った。 

 
人 
権 
教 
育 
の 
推 
進 

人権を
守ろう
とする
意識・
意欲・
態度の
育成 
 

・生徒・
職員の人
権感覚の
高揚およ
び人権に
関する知
的理解 
の促進 

・人権が尊重
される学習環
境・生活環境
の構築 
 
・職員の人権
感覚の高揚 
(目標値：ア
ンケート関連
項目【職員研
修】職員９５
％） 

・生徒の実態
に基づいた人
権ＬＨＲの充
実と啓発に係
る人権作品の
募集と展示 
・生徒理解、
コーチング研
修の実施 

Ｂ 人権教育ＬＨＲ（就職
差別、結婚差別、部落差別
の歴史、ネットに潜む差
別）において生徒が自ら
考え、自分の言葉で意見
をまとめることで、差別
問題を自分のこととして
捉えることができた。 

職員研修（就職差別、ハ
ンセン病、法令）において
人権に関する知的理解を
図ったが、アンケートに
おける職員研修の充実で
は 82％と目標数値には届
かなかった。次年度は更
に充実した研修の実施が
求められる。 

自他の
“いの
ち”を
大切に
する心
の育成 

自尊感情・
共生の精神
の高揚 

・自他の”い
のち”の尊厳
を深く考え、
生きているこ
とのありがた
さを実感させ
る授業の実施 
・生徒一人ひ
とりが互いを
認め合い、自
己肯定感を高
めあう環境づ
くり 

・“いのち”
の尊厳に関す
る社会的課題
について考え
させたり、自
己理解や他者
尊重を促した
りする教科学
習の実践 
 

Ａ 人権教育ＬＨＲ（水俣
病、デートＤＶ）を通じ
て、“いのち”の尊厳につ
いて考え、自他を共に尊
重する心を育むことがで
きた。 

本校「授業づくりの指
針」により、職員一人一人
が人権に配慮した授業を
行うことができた。 

アンケートの結果では
職員、生徒、保護者ともに
「人権への配慮」の項目
で、90％以上の高い結果
を出すことができた。 

い 
じ 
め 
の 
防 
止 
等 

いじめ
の未然
防止 

自分の存在
と他人の存
在を等しく
認め、お互
いの人格を
尊重する態
度の育成 

・他人の気持
ちを共感的に
理解できる豊
かな情操とコ
ミュニケーシ
ョン能力を身
につける 
・自己有用感
や充実感が感

・生徒に関す
る情報の収集
及び共有 
・日頃の見守
り活動 
・生徒中心の
実践活動 
・保護者との
連携 

Ａ 「心のアンケート」問
１は、４項目すべてにお
いて５％以上の改善があ
ったが、下位へのチェッ
クも必ずあった。 

今年度新規導入された
「匿名通報アプリ」の運
用も含め、あらゆる場面
を通じ、全職員で見守り
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じられる(目標
値:12月実施｢
心のアンケー
ト｣問１の改善
) 

活動を実施しており、生
徒達は、日々明るく元気
に教育諸活動に熱心に取
組んでいる。 

いじめ
の早期
発見 
 
 

生徒に早い
段階から的
確に関わり
、いじめを
隠したり軽
視したりす
ることのな
い、積極的
ないじめの
認知 

教職員の「気
づき」力の向
上 
（目標値:｢学
校評価アンケ
ート｣問13・21
の100％） 

・本校独自の
アンケート調
査の実施（年
３回） 
・相談窓口の
周知と相談し
やすい環境づ
くり 
・定期的な個
別面談や教育
相談会議の実
施と職員間の
情報の共有及
び連携 

Ａ 学校評価アンケートの
結果は 100%とはならなか
ったものの、例年並みの
高評価であった。(職員は
２項目とも 100%を達成し
た。) 

教育相談委員会を定期
的に開催し、課題を抱え
る生徒への対応について
協議し、関係者で情報共
有することができた。 

いじめ
への対
処 
 
 

いじめを把
握後の適切
な対処 

教職員の対処
スキルの向上(
目標：対処後
の「心のアン
ケート」問5及
び「学校評価
アンケート」
問13の数値改
善） 

・職員研修[
教育相談･い
じめ対処]の
実施 
・いじめ防止
基本方針及び
重大事態への
対応ﾏﾆｭｱﾙの
周知 
・対処の組織
化(いじめ防
止対策委員会 

Ａ 職員研修を実施し、対
応マニュアルを確認し、
職員一人一人が当事者と
してとるべき対応を確認
した。 

いじめ防止対策委員会
を定期的に開催し、協議
内容を教育相談委員会や
各年次と共有した。 

アンケートの結果は改
善の傾向が見られた。 

 
環 
境 
教 
育 
の 
推 
進 

環境に
対する
意識 
 

校内外の
清掃・整
頓 

清掃及びゴミ
の分別につい
て、生徒が主
体的に取り組
めるよう、指
導する。 

・毎日の掃除
場所を一定期
間固定する。 
・定期的に清
掃について振
り返りをさせ
、環境美化の
意識付けを行
う。 

Ｂ 掃除場所の固定と学期
毎の振り返りをし、環境
美化への意識付けが行え
た。ゴミの分別について
も、生活委員を中心に、各
年次で分別回収ができて
いた。 

時々、評価しあうこと
で改善及び継続につなが
った。しかし、日常的に衛
生を保つなどの意識を持
てていないため、今後も
継続した振り返り確認を
することで環境への意識
を高めていく必要があ
る。 

ボラン
ティア
活動 

校内外の
ボランテ
ィア活動
への積極
的な参加 

ボランティア
参加者数を増
やす。 
（目標値：H2
9年度延べ３
２６名→H30
年度延べ３５
０名） 

・放課後ボラ
ンティア活動
を学期に２回
以上実施 
・校外のボラ
ンティアにつ
いて呼びかけ
を行い参加を
促す。 

Ｂ 校外ボランティアの精
選を行い、ボランティア
の受け入れ体制の整備を
した。校内での放課後ボ
ランティアの回数は全４
回と目標に達しなかった
が、ボランティアの参加
者は多く、校内外合わせ
て、３４３名（１月末現
在）であった。 
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保 
健 
教 
育 
・ 
保 
健 
管 
理 
の 
推 
進 

生活習
慣の確
立 
 
 

自己管理
能力の育
成 

・健康観察の
継続 
・保健委員を
中心とした､
クラス単位で
の生活習慣の
改善 
・学校評価ア
ンケート(生
徒)の関連項
目前年度比＋
６％ 

・生活習慣ア
ンケートの分
析と活用 
・保健委員に
よるクラスの
健康管理及び
月保健目標の
提示 

Ｂ 保健委員を中心に、生
徒の健康管理を行うこと
ができた。目についての
アンケート集計をし、学
校保健委員会で検討し
て、保健だより等で生徒
に還元することができ
た。 

一方、学校評価の関連
項目では、＋５％に留ま
り、保健教育の面では目
標に及ばなかった。 

健 康 相

談 

相談活動
の充実 

・生徒支援体
制の確立と強
化 
・学校評価ア
ンケート(生
徒)の関連項
目前年度比＋
４％ 

・ＳＣ等外部
機関との連携 
・相談活動の
記録及びその
情報共有を確
実に行う。 

Ｂ 各年次との連携が難し
かったが、必要な生徒へ
の対応は外部機関を含
め、慎重に進めることが
できた。 

学校評価アンケートの
感染症関連では目標を達
成したが悩み相談につい
ては昨年度を下回った。 

学 
校 
安 
全 
・ 
防 
災 
教 
育 
の 
推 
進 

学校安
全の取
組 
 

危機管理
能力の育
成 

・避難訓練､
救急救命法等
の研修の活用 
 
・防災意識の
高揚（目標値
：身の回りの
防災対策を施
すもしくは施
す予定である
職員・生徒・
家庭の割合を
全体の７０％
以上） 

・防災につい
ての危機管理
マニュアル確
認徹底 
・災害時に生
かせるよりリ
アルな避難訓
練の実施 
・育友会と連
携した防災関
連講習会の実
施 
・職員研修の
実施 
・防災関連リ
ーフレットの
作成・配布 
・風水害、降
雪時等の注意
喚起を促す連
絡の徹底 

Ａ 救急救命法演習や２回
の避難訓練、３回のショ
ート訓練を行うことで生
徒・職員ともに災害時の
対応について考える機会
となった。また、防災ＬＨ
Ｒや防災研究授業等を通
して生徒に災害を自分事
として捉えるきっかけを
作ることができた。 

育友会と連携して防災
教室を実施し、新聞紙ス
リッパや段ボールベッド
など避難生活について体
験する機会を持つことが
できた。 

大規模災害時の対応に
ついての校内外フローを
作成し、風水害等の対応
について周知することが
でき、また、実際に活用す
ることができた。 

 

地
域
連
携 

防災型
コミュ
ニティ
スクー
ルの推
進 

地域住民
や関係機
関との連
携 

・危機管理（
防災）マニュ
アルの充実 
・大規模災害
時の避難及び
避難所につい
ての理解・周
知 
 

・地域、関係
機関と連携し
た防災行事（
避難訓練等）
の実施と人材
の活用 
・学校運営協
議会を実施 
・避難所運営
マニュアルの
作成 
・避難所等指
定に向けた市
区町村協議の
実施 
 

Ａ 初めて本校主催で実施
した合同避難訓練は、地
元紙に取り上げられるほ
ど質の高い訓練であっ
た。一方で昨年度からの
目標であった地域住民と
の合同訓練は実施できな
かった。 

学校運営協議会は３回
実施し、避難所運営マニ
ュアルの検討や本校を避
難所として使う場合の施
設利用計画について検討
し、万一の対応について
周知することができた。 
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図 
書 
館 
教 
育 
の 
充 
実 

読書セ
ンター
として
の役割 

・読書習慣
の定着 
・将来にわ

たる読書
習慣の涵
養 

・図書館利
用の活性
化 

・貸出冊数生
徒一人あたり
１５冊 
・朝読書の徹
底と充実 
 

・全職員で朝
読書に取り組
む環境を作る 
・世の中の話
題や生徒のリ
クエストに応
じた図書の購
入 
・図書館内外
の掲示や広報
による利用促
進 
・図書委員会
活動の活性化
（館内装飾や
掲示を行い、
あわせて活動
の様子をＰＲ
。天草地区生
徒図書委員研
修会の開催） 

Ｃ 学校評価アンケートの
関係項目では、朝読書を
通じて読書の習慣化がで
きていると回答した生徒
が昨年度の６６％から７
７％に増加した。しか
し、生徒一人あたりの貸
し出し冊数は、１１．６
冊から１０．４冊と低下
し、目標を達成すること
ができなかった。朝読書
の巡回を行っているが、
朝読書への取り組みが読
書の習慣化に繋ぐことが
課題である。朝読書への
取り組みはクラス間で差
があり、共通理解が必要
である。 

図書委員会では、７月に
天草地区生徒図書委員研
修会（会場校）の開催、ブ
ラックボードを活用した
館内展示、文化祭参加など
活発な活動ができた。 

情報セ
ンター
として
の役割 

・情報収集
能力の育成 
・授業との
連携 

・図書館利用
授業時数：１
００時間以上 

・教科や各部
と綿密な連携
を図り、必要
とする資料を
事前に準備す
るとともに､
生徒の調べ学
習を支援 
・状況に合わ
せた適切な資
料（図書、新
聞紙、インタ
ーネット等）
や情報を取捨
選択、活用で
きる能力の育
成 
・授業との連
携（資料の準
備・提供、成
果物の展示） 

Ｂ 図書館利用授業時数は
１７８時間であり、書籍や
新聞、インターネットを活
用した利用があった。学校
評価アンケートの関係項
目では、図書館を活用して
情報を収集できると回答
した生徒が８５％で前年
の８０％をやや上回った。
なかでも、３年次生の回答
は９０％と高く、各教科の
授業での積極的な利用の
成果が結びついたと考え
られる。 

今後は、１・２年次の授
業でも一層図書館利用が
進むよう、教科や各分掌部
と連携し、十分な支援がで
きるよう、資料構築に努め
ていきたい。 
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４ 学校関係者評価 

教育目標、重点目標に対して充実した取組がなされており、自己評価については妥当であり、
「成果と課題」も適切に整理されている。 

授業や行事においては、少数精鋭できめ細かな指導の成果をうかがうことができる。全国規模
で活躍する郷土芸能部や地域でのボランティア活動など､地域への貢献・活躍が目立っており、牛
深高校の存在感は大きい。 

しかし、活躍する生徒の確保が必要であり、そのために牛深高校のよさをどのように地域に訴
えていくかが課題である。進学にしても部活動にしても地方は不利だという保護者の意識をどう
変えていくか。中学校の先生方に地域をもっと知ってもらう必要もある。 

次年度も、地域の中での存在感をさらに高める取組に期待しており、保護者、地域の代表とし
て参加している我々関係者も積極的に応援していきたい。 

 

５ 総合評価 

 学校の教育目標について、その実現を目指し、本年度、本校独自で「授業づくりの指針」を作
成し、公開授業･研究授業で活用を図りながら、日常の授業でも取組を進めた。他校からの評価も
高く、参考にしたいとの要望もあった。 
 本年度の重点目標については、自己評価総括表を踏まえると次のとおりである。 
（１） 人権尊重の精神を涵養する教育活動の推進 

大項目「いじめの防止等」及び小項目「自他の“いのち”を大切にする心の育成」等の評
価を総合して、人権尊重の精神に基づく各種教育活動を適切に展開し、生徒の成長を促す
ことができ、職員についても意識を高めることができた。 

（２） 豊かな人間性と品格を備えた生徒の育成 
大項目「いじめの防止等」及び小項目「ボランティア活動」等の評価を総合して人間性の
育成には評価できるものとなった。 

（３） 生徒の未来を切り開くための学力の充実とキャリア教育の実践 
学力の充実に関しては、小項目「家庭学習習慣の形成」「教科指導力の向上」ともに一定
の成果が見られた。大項目「キャリア教育」及び「魅力創造発信」の評価を総合して、生
徒のキャリア意識の育成の点で実践上、成果がみられた。 

（４） 特色ある教育活動の実践と工夫による開かれた魅力あふれる学校づくり 
大項目「学校安全・防災教育の推進」及び「地域連携」、小項目「ボランティア活動」及
び「地域連携と人材育成」の評価を総合して、開かれた学校づくり、魅力あふれる学校づ
くりの両面で、大きな成果がみられた。 

 

６ 次年度への課題・改善方策 

 学校教育目標に向け、重点目標に沿った取組の推進は十分行われ、成果も上がったとみている
が、本校の教育活動の魅力が中学生及びその保護者に伝わっていたかという点で課題が残る。次
年度に向けては、中学生との交流をはじめ､中学校との連携に力を注ぎたい。 

小項目において「働き方改革の推進」については、開設科目が多く教材作成に時間の確保が必
要な中、教材共有のシステムづくりに取り組んだが、さらに意識改革が必要である。情報モラル
教育や読書活動等に関しては、職員が共通理解のうえ通常の教育活動の中で取り組めるよう環境
作りをしていく必要がある。 

 


